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１．研究計画の概要 
近年の急激なネットワーク広帯域化とユビ

キタス技術の発達に伴い発生しているユビ
キタスネットワークコンテンツに対し、ネッ
トワークを通した効率的な収集、管理、発見、
解析といった、これまでにない統合的な枠組
みが求められている。本研究課題では、従来
のデータ管理・解析手法に代わる、ユビキタ
スネットワークコンテンツの爆発が及ぼす
影響を抑止できる新しいデータ管理・解析基
盤の研究開発を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
本研究課題では、以下に示す五つの課題そ

れぞれにおいて研究を推進した。 
(1) センサネットワークにおけるセンサノー

ド制御の研究として、下記の研究を推進
した。 
① 大規模数のセンサノードが配置された

環境において、必要十分数のセンサノ
ードがセンシングを行えるスリープ制
御手法を提案した。 

② 大規模数の様々なセンサノードからな
る環境において、適応的なセンシング
頻度の制御により、効率的かつ効果的
に情報を収集・提供する方法を提案し
た。 

(2) センサネットワークにおけるコンテンツ
共有基盤の研究として、下記の研究を推
進した。 
① 無線通信の傍受を利用したセンサデー

タの送出制御方式を提案した。 

② 移動型センサノードを用いた効率的な
データ収集制御手法を提案した。 

(3) P2P ネットワークにおけるコンテンツ共
有基盤の研究として、下記の研究を推進
した。 
① 木構造に基づく複製更新伝播方式を提

案した。さらに、複製へのアクセス頻
度や、データの更新量を考慮し、トラ
ヒックを削減するための拡張を行った。 

② ユーザの嗜好を考慮したデータ検索方
式を提案した。 

(4) ユビキタスネットワークコンテンツのメ
タデータ管理基盤の研究として、ユーザ
占有可能な仮想計算環境を実現するため
の通信中継機構を設計・実装した。 

(5) ユビキタスネットワークコンテンツの応
用システムの研究として、下記の研究開
発を行った。 
① Semantic Web 技術を応用した疾患情報

データ管理・検索手法の提案・開発を
行った。 

② センサ情報の概要把握が可能な P2P ネ
ットワークの構成およびデータ収集手
法を提案した。 

③ 広域無線 LAN システムの測位精度向上
のため、無線 LAN アクセスポイントの
位置推定に用いる元データの評価基準
について検討した。 

④ 広域気象センサネットワークにおける
観測値の予測精度向上手法を提案した。 

また、各研究課題の連携についても検討し、
本研究課題が目指すデータ管理・解析基盤の

研究種目：特定領域研究 

研究期間：平成 18 年度～平成 22 年度 

課題番号：18049050 

研究課題名（和文） ユビキタスネットワークコンテンツに対する管理・統合基盤に関する

研究 

研究課題名（英文） Study on Integration and Management of Ubiquitous Contents 

Infrastructure 

研究代表者 

下條 真司 (SHIMOJO SHINJI) 

独立行政法人情報通信研究機構・上席研究員 

 研究者番号：00187478 



 

 

実現可能性について議論した。 
 
３．現在までの達成度 
２．で示した各研究課題において、各々が

順調な進捗を見せ、４．に示すように数多く
の研究成果を残すことができた。ただし、各
研究課題間の連携については十分な検討が
進んでおらず、次年度以降に具体的な方法論
の設計が望まれる。 
以上より、本研究課題は「②おおむね順調

に進展している。」と評価する。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後は、以下の手順に従って研究を推進す

る予定である。 
(1) 各研究課題における研究を引き続き推進

し、データ管理・解析基盤の実現を見据
えた拡張を行う。 

(2) センサネットワーク、P2P ネットワーク
それぞれについて、各研究課題で提案し
た手法の統合について検討する。 

(3) 上記で統合した手法をさらに統合し、セ
ンサネットワーク、P2P ネットワークを
統合利用できる手法について検討する。 

(4) 上記統合手法上に、メタデータ管理基盤、
応用システムを実装し、データ管理・解
析基盤の確立について検討する。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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